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は じ め に 

 

 このたび，保健環境センターの平成 21 年度における業績をとりまとめ年報第 28 号と

して発刊する運びとなりました。ご高覧の上，忌憚のないご意見を賜れば幸いと存じま

す。 

 当センターは，県民の方々の保健衛生や環境保全の維持向上のため，試験検査，調査研

究，関係情報の収集・解析・提供及び技術研修などを行っております。平成 21 年度は新

型インフルエンザ対策に関する調査研究，魚介類の残留農薬の一斉分析法や天然着色料の

分析法の検討，有害大気汚染物質の影響調査や温泉排水の実態調査などに鋭意取り組んで

きたところです。 

 平成 21 年度は新型インフルエンザ（A/H1N1pdm）の世界的流行が起き，当センター

でもその対応に追われることとなりました。受入から報告までの必要時間の短縮，検査に

不可欠な人員・設備の確保，所内の感染事故防止対策などの危機管理能力が試され，ま

た，その存在意義が問われた一年ではなかったかと思います。幸い，迅速・正確・安全に

新型インフルエンザを検査できる体制を整えることができ，検査機関としての役割を果た

すことができました。 

今後は新型インフルエンザ流行の第２波も予想され，さらには新しい感染症の発生が起

こることも考えられることから，それらに備えた検査体制の充実・強化に努めてまいりま

す。 

 当センターでは組織と業務の見直しを行い平成 21 年 4 月から従前の環境化学部と水環

境部を統合して水環境部とする組織改編を行い，５部体制となりました。 

 引き続き，県民の皆様方の理解が得られ，十分期待に応えられますよう，センターが担

う試験検査・調査研究，健康危機管理体制の充実強化，県民ニーズや行政課題に密着した

研究課題へ積極的に取り組んで参りたいと考えておりますので，更なるご指導，ご支援の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

平成 23 年 1 月 

 

宮城県保健環境センター 

所 長  茨 木 隆 雄 
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